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く
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一
、
は
じ
め
に

平
成
十
五
年
度
導
入
の
学
習
指
導
要
領

『世
界
史

へ
の
扉
』
で
は
、
生
徒
が

世
界
史
に
関
心
と
意
欲
を
高
め
さ
せ
る
た
め
に
主
題
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

「
ア
、
世
界
史
に
お
け
る
時
間
と
空
間
」

の
項
目
に
は
、
「都
市
図
な
ど
か
ら
適

切
な
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
変
遷
や
意
義
を
追
及
さ
せ
、
人
々
の
時
間
意

識
や
空
間
意
識
が
時
間
や
地
域
に
よ
り
異
な
る
こ
と
を
気
付
か
せ
る
」
と
述
べ

ら
れ
、
時
間
と
並
ん
で
空
間
も
重
視
さ
れ
る
。
本
提
案
で
は
指
導
要
領
の
主
題

設
定
の
主
旨
に
従

い
、
イ
ス
ラ
ー
ム
都
市
の
建
設
に
関
し
、
時
間
的
推
移
と
空

間

。
景
観
を
関
連
さ
せ
、
そ
こ
に
住
む
人
々
が
街
づ
く
り
に
い
か
に
関
わ

っ
た

か
に
つ
い
て
発
表
を
試
み
た
。

二
、
『
コ
ー
ラ
ン
』
と
イ
ス
ラ
ー
ム
法
に
従

っ
た
街
づ
く
り

都
市
空
間
を
構
成
す
る
個

々
の
施
設
は
、
『
コ
ー
ラ
ン
』
に
基
づ
き
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
モ
ス
ク
や
大
ス
ー
ク

（
＝
市
場
）
に
代
表
さ
れ
る

パ
ブ
リ

ッ
ク
空
間
と
中
庭
式
住
居
と
袋
小
路
に
代
表
さ
れ
る
プ
ラ
イ
ヴ

ェ
ー
ト

空
間
の
明
確
な
分
離
が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
都
市
計
画
が
存
在
し
て

い
た
。
門
や
窓
の
位
置
や
道
路

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
住
宅
地
域
に
つ
い
て
も
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
た
。
特
に
十
二
世
紀
以
降
、
北
ア
フ
リ
カ
で
は
軍

営
都
市

（ミ
ス
ル
）
な
ど
は
、
こ
れ
に
沿

っ
て
住
民
達
が
街
づ
く
り
を
進
め
た
。

そ
の
際
に
重
視
さ
れ
た
の
は
、
都
市

の
公
共
性
と
プ
ラ
イ
ヴ

ァ
シ
ー
と
の
調
和

で
あ

っ
た
。
公
共
性
と
は
、
宗
教
活
動

上
父
易

・
商
工
業
活
動
で
あ
り
、
こ
れ

を
円
滑

に
実
施
さ
せ
る
た
め
に
個
人

の
プ
ラ
イ
ヴ

ァ
シ
ー
は
制
限
さ
れ
た
。

い
っ
ぽ
う
で
プ
ラ
イ
ヴ

ァ
シ
ー
が
尊
重
さ
れ
た
点
も
あ
る
。
悪
臭
や
騒
音
な
ど

害

へ
の
回
避
権
、
私
的
領
域
を
守
る
た
め
に
家
を
覗
き
こ
む
よ
う
な

「視
線
の

見
通
し
の
禁
止
」
な
ど
が
保
障
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
で

は
、
公
共
性
と
私
的
領
域
を
調
和
さ
せ
て
街
づ
く
り
が
な
さ
れ
た
。

三
、
ワ
ク
フ
に
よ
る
街
づ
く
り

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
は
、
ワ
ク
フ
＝
宗
教
的
寄
進
制
度
に
よ

つ
て
、
宗
教
施

設
や
経
済
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
モ
ス
ク
、
マ
ド
ラ
サ

（学
院
）
な
ど
宗
教
施
設

が
寄
進
さ
れ
る
際
、
維
持

・
修
繕
費
や
吏
員
の
給
与
な
ど
の
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
農
地
、
商
店
、
賃
貸
家
屋
、
隊
商
宿

（
＝
キ
ャ
ラ
バ
ン

・
サ
ラ
イ
）
な

ど
の
経
済
施
設
も
寄
進
さ
れ
た
。
不
動
産
は
永
遠
に
ア
ッ
ラ
ー
も

の
と
な
り
凍

結
さ
れ
た
が
、
寄
進
者
に
は
そ
れ
ら
の
施
設
か
ら
賃
貸
料
の
徴
収
は
許
さ
れ
た
。

寄
進
は
債
権
を
買
う
行
為
で
あ
り
、
元
本
は
神
の
も

の
で
あ

っ
た
が
、
賃
貸
料

が
利
子
と
し
て
子
孫
に
受
け
継
が
れ
た
。
宗
教
施
設
や
経
済
施
設
は
ワ
ク
フ
に

よ
り
建
設
さ
れ
、
市
場
の
商
店

・
隊
商
宿
の
賃
貸
料
や
公
衆
浴
場
の
湯
銭
な
ど

は
モ
ス
ク
、

マ
ド
ラ
サ
の
光
熱
費
、
修
繕
費
、
そ
こ
で
働
く
吏
員
や
学
生
の
給

与
に
も
あ
て
ら
れ
た
。
ワ
ク
フ
の
財
源
は
近
郊
の
農
地

・
果
樹
園
や
製
粉
所
な

ど
か
ら
も
あ
て
ら
れ
、
周
域

の
経
済
活
動
が
都
市
と
連
結
す
る
働
き
も
な
し
た
。

四
、
お
わ
り
に

イ
ス
ラ
ー
ム
の
街
づ
く
り
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は

『
コ
ー
ラ
ン
』
の
原
則
に
従

っ

て
計
画
が
な
さ
れ
、
ワ
ク
フ
を
通
し
て
住
民
は
主
体
的
に
街
づ
く
り
に
参
加
し

た
の
で
あ

っ
た
。
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近
代
ア
ジ
ア
か
ら
見
た
西
洋
政
治
思
想
・制
度

逗
子
開
成
中
学
校

・
高
校
　
　
一杉
　
　
山

ヌヱ
Iユ

私
た
ち
は
社
会
科

（地
理
歴
史
科

・
公
民
科
）
教
育
に
お
い
て
、
西
洋
の
政

治
思
想
や
政
治
制
度
、
具
体
的
に
は
自
由

・
平
等
の
理
念
、
人
権
思
想
、
民
主

政
治
な
ど
を
暗
黙
の
う
ち
に
望
ま
し
い
も
の
と
し
て
授
業
を
行
ら

て
い
る
。
し

か
し
、
中
学
校

・
高
校
の
教
育
現
場
に
い
る
と
、
自
由

・
平
等
の
理
念
や
民
主

主
義
や
人
権
思
想
の
み
で
人
間
社
会
は
成
立
し
う
る
の
か
と
い
う
疑
間
を
も
つ

こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
本
報
告
で
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
中
国
に
お
け
る
梁

啓
超
と
革
命
派
の
考
え
方
を
比
較
す
る
。
両
者
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
評

価
の
違
い
、
自
由
観
の
違
い
を
比
較
し
、
ア
ジ
ア
人
が
西
洋
の
政
治
思
想

・
制

度
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
た
か
を
紹
介
し
、
な
ぜ
民
主
政
治
の
ほ
う
が
う
ま
く

ゆ
く
の
か
を
考
え
る

一
助
と
し
た
い
。

ま
ず
は
梁
啓
超
と
革
命
派
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
対
す
る
評
価
の
比
較
で
あ
る
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
破
壊
と
流
血
と
い
う

コ
ス
ト
を
支
払

っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
コ
ス
ト
に
見
合
う
だ
け
の
成
果
が

あ

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
の
が
革
命
派
で
あ
り
、
コ
ス
ト
が
高
す
ぎ
る
と
考
え

る
の
が
梁
啓
超
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
現
実
の
中
国
を
ど
う
変
革
す
る
か
に
つ
い
て
も
両
者
の
意
見
は
異

な
る
。
革
命
派
は
、
立
憲
君
主
制
を
経
ず
し
て
共
和
制
を
樹
立
せ
よ
と
主
張
し

た
。
彼
ら
か
ら
見
れ
ば
、
清
朝
政
府
は
立
憲
君
主
制
に
切
り
替
え
る
意
志
も
能

力
も
な
い
の
で
あ
り
、
立
憲
君
主
制
と
い
う
段
階
を
経
る
こ
と
は
現
実
的
な
意

味
を
も
た
な
か
っ
た
。

他
方
梁
啓
超
は
、　
一
足
飛
び
に
共
和
制
を
実
現
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
指
摘

し
た
。
段
階
を
踏
ま
ず
し
て
共
和
制
に
移
行
す
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
ジ
ヤ

コ
バ
ン
独
裁
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
暴
民
政
治
」
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
デ

マ
ゴ
ー
グ
に
操
ら
れ
た
民
衆
が
、
感
情
の
お
も
む
く
ま
ま
に
既
存

の
社
会
規
範

を
暴
力
的
に
破
壊
し
て
無
秩
序
状
態
を

つ
く
り
だ
し
、
し
か
も
そ
の
こ
と
が
民

意

の
名

の
も
と
に
正
当
化
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
梁
啓
超
は
恐
れ
た
。

彼
は
、
ま
ず
は
立
憲
君
主
制
を
実
現
し
、
教
育
の
充
実
を
通
じ
て
民
衆
の
政
治

能
力
を
高
め
共
和
制
に
軟
着
陸
さ
せ
る
の
が
よ
い
と
考
え
た
。

次
に
自
由
観
の
相
違
で
あ
る
。
革
命
派
に
は
ふ
た

つ
の
代
表
的
な
自
由
観
が

あ

っ
た
。
ひ
と

つ
は
都
容

の
も
の
で
、
自
由
と
は
個
人
の
自
由
で
あ
り
、
わ
れ

わ
れ
の
自
由
観
に
近

い
。
も
う
ひ
と

つ
は
陳
天
華
の
も

の
で
、
彼
は

「個
人
の

自
由
」
よ
り
も

「
総
体

の
自
由
」
を
重
視
す
る
。
「
総
体
」
と
は
、
中
国
国
民

も
し
く
は
漢
民
族
を
指
す
。
「
個
人
の
自
由
」

の
完
全
な
実
現
は
無
政
府
状
態

を
も
た
ら
す
の
で
あ
り
、
列
強
に
よ
る
分
割
の
危
機
に
瀕
し
た
中
国
に
は
そ
の

よ
う
な
状
態
に
な

っ
て
い
る
余
裕
は
な

い
。
「
総
体

の
自
由
」
を
確
保
す
る
た

め
に
は

「
個
人
の
自
由
」
を
制
限
す
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
彼
は
考
え
た
。

梁
啓
超
は
自
由
に
は

「
野
蛮
の
自
由
」
と

「文
明
の
自
由
」
と
が
あ
る
と
説

い
た
。
後
者
は
現
在
わ
れ
わ
れ
が
通
常
思
い
浮
か
べ
る
自
由
で
あ
る
。
前
者
は
、

単
に
無
拘
束
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
強
者
が
強
権
に
よ

つ
て
自
己
の
欲
望
を

実
現
さ
せ
る
よ
う
な
自
由
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
自
由
と
専
制
と
の
同
質
制
が
見

て
と
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
近
代
中
国
の
知
識
人
は
、
立
憲
君
主
制
も
共
和
制
も

フ
ラ

ン
ス
革
命
の
成
果
も
自
由
も
自
明
の
も
の
と
は
せ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
討
を
加
え
た
。
こ
れ
か
ら
の
歴
史
教
育
に
お
い
て
は
、
単
に
自
由

・
平
等

の

理
念
を
ふ
り
か
ざ
す
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
よ
う
な
態
度
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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